
平成 30年 4月 19日 

平成 30年度通常総会・地域シンポジウムおよびワークショップ（案）について 

 

実行委員長：福田 敦（日本大学教授） 

実行副委員長：伊東 英幸（日本大学准教授） 

実行委員：押田 佳子（日本大学准教授） 

実行委員：菊池 浩紀（日本大学助手） 

 

■平成 30年 6月 2 日（土）視察会（9時～11時（スケジュール調整中））： 

テーマ：「北千葉道路事業における環境保全の取り組み」 

北千葉道路事業では、環境との共生を目指し、小動物侵入防止柵やサシバの止まり場の設置、ヨシ原造成など

の様々なミティゲーションを積極的に実施しています。今回の視察会では、実際の現場において、様々なミティ

ゲーション事例を視察します。 

9 時頃に印旛日本医大駅集合し、その後、貸し切りバスにて視察現場へ移動する予定です。視察終了後、地域

シンポジウムの会場である日本大学理工学部へ移動予定です。 

※定員：20名（視察場所の事情により 20 名までとさせて頂きます） 

※参加費：1,000円（現地でお支払いください） 

※参加申し込み：参加をご希望される方は、1）お名前、2）ご所属、3）ご連絡先（E-mail、電話番号）を記載

の上、菊池（kikuchi.hiroki@nihon-u.ac.jp）まで、お申込みください。 

 

■平成 30年度通常総会・地域シンポジウム 

・開催日時：平成 30年 6月 2日（土） 

・開催場所：日本大学理工学部船橋キャンパス１３号館１３２６ 

 

【総会】：13時～14時 40分 

・13時～13 時 50 分：通常総会・表彰式（日本大学理工学部船橋キャンパス１３号館１３２６） 

・13時 50分～14時 10分：特別講演 

「米国が超金融緩和からの出口政策ができているのに日本がそれをできない理由と出口政策の必要性」 

建部好治（（株）建部会計不動産事務所 代表取締役） 

・14時 10分～14時 40分：優秀発表表彰式 

 

【地域シンポジウム】：15 時～17時 30分 

シンポジウムテーマ：「持続可能な社会の実現に向けた実践と課題」 

・15時～15時 5分：総合司会  福田敦（日本大学理工学部） 

・15時 5分～15 時 10分：開会挨拶  林良嗣（中部大学総合工学研究所・日本環境共生学会会長） 

・基調講演：15 時 10 分～16時 

「人口減少時代の持続可能な地域づくり」  一ノ瀬友博（慶應義塾大学環境情報学部） 

 

・パネリスト講演：16時～17時 30分（各パネリスト講演 15分×４人） 

「船橋市のまちづくりの現状と課題」  國吉葉苗（船橋市役所建設局都市計画部） 

「地域資源を活かした地域環境創生－奥会津地域での取り組みを例に」  大場真(国立環境研究所福島支部) 

「持続可能な観光地に向けた循環型まちづくり」  押田佳子（日本大学理工学部まちづくり工学科） 

「発展途上国の農村の持続可能な小産業作り」  黛陽子（文教大学国際学部国際観光学科） 

 

※懇親会：18時～（一般 4000円、学生 1000円）  



平成 30年 5月 8日 

平成 30年度日本環境共生学会主催 若手向けのワークショップ（案）について 

 

地域シンポジウム実行委員会委員長：福田 敦（日本大学教授） 

地域シンポジウム実行委員会副委員長：伊東 英幸（日本大学准教授） 

地域シンポジウム実行委員会委員：押田 佳子（日本大学准教授） 

地域シンポジウム実行委員会委員：菊池 浩紀（日本大学助手） 

■日時・場所・テーマ 

・開催日時：平成 29年 6月 3日（日）13 時～16時 20分 

・開催場所：日本大学理工学部テクノプレース２階大会議室 

・ワークショップテーマ： 

「地域からグローバルな視点で考える私たちのミライ！  

－カードゲームとレゴ®ブロックで持続可能な開発目標（SDGs）を考えよう－」 

 

■趣旨 

中高生や学部 1～2 年生を主な対象とし、千葉県船橋市周辺を対象とした地域の環境問題の取り組みから、地球レ

ベルの持続可能な開発目標（SDGs）を達成するために、私たちが、これからどのような行動をすべきか考えるための

ワークショップを行います。ワークショップでは、こども国連環境会議推進協会の飯田貴也氏をお呼びして、持続可

能な開発目標（SDGs）の世界観をカードゲームとレゴ®ブロックを活用して体感します。レゴ®ブロックでは、プログ

ラムの体験の振り返りを行い、それを共有していく過程を通して、持続可能な開発目標（SDGs）の実現に向けて、私

たちに何が出来るのか一緒に考えていきたいと思います。 

参加者は 30名程度を想定しています。参加希望の方は、1）お名前、2）ご所属、3）ご連絡先（E-mail、電話番号）

を記載の上、菊池（kikuchi.hiroki@nihon-u.ac.jp）電子メールにてお申込みください。学会員の方も参加可能です。 

 

■全体スケジュール 

＜地域の環境問題を考える＞ 

・13時～13時 15 分：趣旨説明 伊東英幸（日本大学理工学部） 

・13時 15分～14時 5分：地域の環境問題を考えるための講演（各 25分 ※質疑 5分を含む） 

「船橋市の環境について」  鎌田智久（船橋市市役所環境政策課） 

「ユニバーサルデザインの視点から環境問題を考える」  江守央（日本大学理工学部） 

 

＜持続可能な開発目標（SDGs）のワークショップ＞：14時 15分～16時 20分 

 コーディネーター：飯田貴也（こども国連環境会議推進協会） 

・14時 15分～14時 35分：SDGs とは何か？（SDGsの紹介） 

・14時 35分～14時 50分：カードゲームの説明 

・14時 50分～15時 20分：カードゲーム 

・15時 20分～16時 10分：レゴ®ブロックを活用した振り返り 

・16時 10分～16時 20分：クロージング 

         


